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研究成果の概要 

本研究ではレーザー技術を駆使した自在な原子・分子の制御技術の実現を通して、新機能性

材料の新たな探索空間軸を創出することにより、未来材料の探索を加速する。本年度は光学系の

構築および相転移を有する材料に関する共同研究を推進した。光学系の開発においては、光学

台の振動の非同期性によりビームのポインティング安定性が低下する問題を回避するために、フィ

ードバック型ピッチ・ヨー安定化回路を開発し、光学系に組み込んだ。これによりサンプル位置に

おけるビームゆらぎを 40分の 1程度まで低減することができ、S/N比の大幅な改善に成功した。ま

た、金属材料・超伝導体のフォノンの特性について温度変化を含む詳細な解析を行うと同時に、

超高速・低エネルギー分光測定系の開発を推進した。次年度はこの光学系をさらに展開し、共同

研究を通じて材料探索の加速を行っていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


